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子どもの「手の働き」に関する研究（第２報）
　　学校教育の中の「手の働き」
福山市立女短大　加納三千子山本百合子金田すみれ西川龍也○正保正恵

　【目的】大きな目的は，第１報に同じ。本報では，近代日本における学校教育史の中で

の「手の働き」の位置づけを中心に整理し，本研究の概念と，後に続く調査までの経緯に

ついて言及する。

　【方法】近代日本における学校教育史の中で，基礎的な「手の働き」を教育する幼児教

育，および小学校以降の「手の働き」に関する教育力斗ﾆ」1われたとみなされる家庭科，技術

科，図画工作科の教科教育史より，その内容をひろいだし，考えを整理する。続いて本研

究の問題低識に照らして，研究の概念を図式化し，調査の項目設定までの経緯を明らかに

する。

　【結果】「手の働き」を意識的に教育内容に位置づけてきた教科は，小学校の手工科に

端を発した図画工作教育と，小学校高等科における実業科に始まり,職業・家庭科から，

技術・家庭科を含む家庭科においでである。工作教育については，時代が下るに従い，美

術的色彩が強められてきており，技術・家庭科を含む家庭科においては，「手の働き」が

中心的な課題になったことはなく，他の要因によって，理念が動きつつ現在に至っている

のが現状である。従って，「手の働き」は，学校教育史の中で正当な位置づけがされてこ

なかったということができる。

　今後，意識的に「手の働き」を学校教育を含めた子どもの生活経験に位置づけていくた

めの研究の概念を図式化した。質問紙調査の項目設定については，現行の技術・家庭科の

教育内容を中心に「手の働き」に関わるとみなした項目を抽出した。
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　　　　　　　　教師の認識の実態（年齢別分析）
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　【目的】現在の学校教育では，子どもが手を使う内容が多く見られる。そこで，子ども

たちの日常生活や学校生活の中における教師の「手の働き」の重要陛に対する認識，また，

幼稚園／J嘩校，中学校，高等学校教育へと教える対象年齢の違いによる認識の変化など

について，質問紙調査法により明らかにした。本報では教師の年齢による特性について検

討した。

　【方法】調査対象者は広島県，岡山県内の幼稚園，小学校および，中学校の技術・家庭

科，高等学校の家庭科を担当する教師2366名とした。調査は1994年10月から11月に実施し，

回収率は47.9％であった。調査内容は教師の属性，教師の子ども時代の生活経験，子ども

たちの行動把握，教師の生活技術観，子どもの手の共働陛と日常生活・学習態度との関連，

教育上必要な生活技術，手仕事観の各領域を設定した。なお，教育上必要な生活技術を①

暮らしていくため.②情緒の安定のため，③身体の発達のため，④暮らしの潤いのための

４タイプとし，分析を行った。

　【結果=】1.教師の年齢は35～40歳を頂点とする正規分布を示していた。また，経験年

数は15～20年が多かった。2 .教師の年齢に正比例して子どもの行動に関する問題意識は

強くなっていた。3.生活技術は年齢に関係なく必要度の高い回答桝尋られたものと，年

齢に比例したもの，年齢に逆比例したものがあった。4 .教育上必要な生i舌技術の必要度
は①＞④＞②＞③の順であり，それぞれのタイプに糊敗的な回答朗尋られた。特に，②は

飼育，栽培，食事マナー，刺繍・編み物などとの関連を認めたものが多かった。
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